
家
統
計
周
の
公
表
資
料
に
よ
る
と
２
０

１
０
年
Ｈ
月
以
降
の
失
業
率
は
１
％
を

下
回
る
水
準
で
推
移
し
て
い
る
。

反
面
、
恒
常
的
な
労
働
力
不
足
が
指

摘
さ
れ
る
ほ
か
、
労
働
者
の
流
動
性
が

高
い
傾
向
に
あ
り
、
日
系
企
業
に
と

っ

て
特
に
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
人
材
確
保

は
重
要
な
課
題
と
な
る
。
労
働
コ
ス
ト

の
水
準
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
１
年
に

が
２
０
１
３

年
１
月
か
ら
全
国

一
律
に
３
０
０
バ
ー

ツ
ヘ
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

最
低
賃
金
を
上
回
る
賃
金
水
準
を
設

定
す
る
こ
と
が
多
い
日
系
企
業

へ
の
直

接
的
な
影
響
は
限
定
的
と
思
わ
れ
る

が
、
中
長
期
的
に
は
労
働
コ
ス
ト
の
上

昇
傾
向
に
拍
車
が
か
か
る
こ
と
も
懸
念

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
方
、
穏
や

が
設
け
ら
れ
て
い
る

（第
５
７
５
条
か

ら
第
５
８
６
条
）
が
、
具
体
的
な
労
働

条
件

（賃
金
、
労
働
時
間
、
福
利
、
労

働
管
理
、
解
雇
等
）
に
関
す
る
詳
細
を

定
め
た
労
働
者
保
護
法

（１
９
９
８
年

制
定
）
が
労
務
分
野
の
基
本
法
と
位
置

付
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
労
使
関
係
に
つ

い
て
は

「労
働
関
係
法
穴
１
９
７
５
年

称
の
姫
仁
を

問
わ
ず
、
賃
金
を
受
け
取

っ
て
使
用
者

の
た
め
に
労
務
を
提
供
す
る
こ
と
に
合

意
し
た
者
穴
第
５
条
）
と
定
義
さ
れ
て

い
る
。
従

っ
て
、
労
働
者
の
雇
用
形
態

や
職
位
を
問
わ
ず
、
ま
た
、
使
用
者
が

タ
イ
資
本
企
業
で
あ
る
か
外
資
系
企
業

で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
同
法
が
適
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
公
務
員
、

さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
く
男
倒
訴
認
に

い
て
は
、
労
働
事
件
を
専
属
的
に
管

す
る
労
働
裁
判
所
が
設
置
さ
れ
て

り
、

「労
働
裁
判
所
の
設
置
及
び
労

事
件
訴
訟
法
穴
１
９
７
９
年
制
定
）

関
連
す
る
手
続
き
的
な
規
律
を
設
け

い
る
。（資

料

提

供

¨
Ａ

ｐ
・
，
ｌ
ｔ

＆
Ａ
ｌ
ｌ
ｉ

ａ
ｎ
ｃ
ｅ
）

⇔
う
ス
×
Ｘ
ブ
文
マ
ツ
Ｖ
Ｖ
？
？
で
，
？
⇔
ム
×
？
Ｖ
ゞ
？
マ
マ
ツ
？
ゞ
？
？
？
？
？
ゞ
？
？
？
？
？
？
Ｔ
Ｖ
？
で
０
◇
◆
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私
は
、
長
野
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位

置
す
る
松
本
市
で
社
会
保
険
労
務
士

事
務
所
を
開
業
し
て
い
る
。
松
本
市

は
上
高
地
の
入
日
で
あ
り
、
北
ア
ル

プ
ス
を
望
む
自
然
に
囲
ま
れ
た
緑
多

い
地
域
で
あ
る
。
都
会
の
ス
ト
レ
ス

を
解
消
す
る
た
め
に
訪
れ
る
観
光
客

も
多
い
。

こ
の
よ
う
に
ス
ト
レ
ス
と
は
無
縁

と
思
わ
れ
る
地
域
で
あ
る
が
、
１
年

ほ
ど
前
で
あ
ろ
う
か
、
複
数
の
事
業

所
で
う
つ
病
の
従
業
員
が
出
た
と
い

う
話
が
私
の
耳
に
入

っ
て
き
た
。
そ

川畑 潤
11■
=1準

11鱗薄鷲11■

'1苺
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れ
ま
で
の
私
は
、
う

つ
病
な
ど
の
精
神
疾

患
は
都
市
部
の
大
会

社
の
特
殊
な
事
例
で

あ
ろ
う
と
気
に
留
め

て

い
な

か

っ
た

た

め
、
正
直
少
し
驚
い

た
。そ

こ
で
、
メ
ン
タ

ル

ヘ
ル
ス
の
労
務
管

理
上
の
問
題
点
を
整
理
し
、
県
内
で

セ
ミ
ナ
ー
を
始
め
た
の
が
昨
年
秋
で

あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
県
内
６
カ
所
、

計
Ｈ
回
に
わ
た
り

「メ
ン
タ
ル

ヘ
ル

ス
と
労
務
管
理
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

セ
ミ
ナ
ー
を
行

っ
て
き
た
。
そ
こ
で

相
談
を
受
け
る
な
ど

し
て
、
改
め

て
、
う
つ
病
が
中
小
企
業
ま
で
広
が

っ
て
い
る
こ
と
に
驚
い
た
。

私
が
相
談
を
受
け
た
事
例

の
う

ち
、
最
も
小
さ
な
事
業
所
は
従
業
員

が
５
人
だ
け
だ

っ
た
。
う
つ
病
で
休

職
し
て
い
た
従
業
員
が
、
医
師
の
診

断
書
を
根
拠
に
復
職
し
た
と
こ
ろ
、

そ
の
後
も
頻
繁
に
欠
勤
す
る
た
め
に

仕
事
を
任
せ
ら
れ
な
い
と
い
う
ケ
ー

ス
で
、
典
型
的
な
復
職
失
敗
パ
タ
ー

ン
で
あ
る
。

そ
の
次
に
小
さ
な
事
業
所
は
、
従

業
員
が
１２
人
だ

っ
た
。
本
人
、
主
治

医
、
事
業
主
が
相
談
し
て
短
時
間
勤

務
を
続
け
な
が
ら
治
療
を
し
た
も
の

の
改
善
が
み
ら
れ
ず
、
職
場
の
同
僚

か
ら
も
不
満
が
出
る
よ
う
に
な

っ

た
。
こ
れ
以
上
事
業
所
も
本
人
を
支

え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
事
業
主
が
解

雇
し
た
い
と
相
談
し
て
き
た
事
例
で

あ
る
。

ま
た
、
１
年
に
３
人
が
う
つ
病
に

な
り
、
社
長
か
ら
対
策
を
と
る
よ
う

指
示
を
受
け
た
が
、
何
か
ら
行
え
ば

良
い
か
分
か
ら
ず
、
セ
ミ
ナ
ー
に
参

加
し
た
事
業
所
も
あ

っ
た
。

一
方
、

う
つ
病
は
出
て
い
な
い
が
、
労
働
基

準
監
督
署
か
ら
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
対

策
を
講
じ
る
よ
う
指
導
を
受
け
参
加

し
た
と
い
う
事
業
所
も
あ

っ
た
。

幸
い
私
の
周
り
で
は
、
労
災
申
請

や
事
業
主
が
損
害
賠
償
責
任
を
問
わ

れ
る
よ
う
な
深
刻
な
事
例
は
ま
だ
な

い
が
、
多
く
の
事
業
所
で
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
が
労
務
管
理
上
の
重
要
課
題

に
な

っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
痛
感
じ

て
い
る
。
今
後
も
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

を
通
し
て
、
少
し
で
も
働
く
人
々
と

企
業
の
役
に
立

つ
活
動
を
し
て
い
き

た
い
。

心の健康対策を支援

★「平成 24年団体交渉 と労働争
議 に関する実態調査結果 の概
況」(厚生労働省・A4判 e18頁 )
労組を対象に、団体交渉の実
態、労働争議の手続き等の状況
を明らかにする目的で実施 して
いる調査。過去 3年間に労働争
議力`あった労組の害U合は 4%に
満たなかった。

★ 「当面の建設人材不足対策」
(厚生労働省・ A4判 011頁 )
厚生労働省 と国土交通省が連

携 して 「当面の建設人材不足対

策Jをまとめた。建設業魅力発
信キャンペーンの実施のほか、

人材育成策 として、若年 チャレ
ンジ奨励金などの利用を呼びか
けるなどとしている。

★ 「構造変化の中での企業経 営

と人材 のあ り方に関する調査結

果」(労働政策研究・ 研修機構・

A4判 ・ 1等∋
従 業 員 30人以 上 の 2,783社が
回答。 自社 の競争力 を高 めるた

めに強化 すべ きもの として 「人

材 の能力・ 資質 を高める育成体

系」が トップに。

☆ 「電気料金値上げが企業経営

に及ぼす影響 に関するア ンケー

ト調査結果」(大阪商工会議所 。

A4判 010頁 )
関西電力管 内の電気料金値上

げが企業経営 に及 ぼす影響 につ

いて調べた。 コス ト上昇分の販

売価格への転嫁 は 8割の企業が
「ほ とん どできない」 と回答。

コピー代… 5枚まで無料、 6枚目以降 1枚 10円。読者専用サイ トに登録い
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